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令和７年度

いしかわ版環境ＩＳＯ 優良活動表彰

＜主な取組＞

●令和５年度  平成28年度からボイラーの温度管理システムによる研究を継続
 効率的なボイラー工程のノウハウを確立し、適正な燃焼時間を設定

 重油使用量を前年比で約20%削減
（二酸化炭素排出量を前年比で約19%削減）

審査委員コメント

・試行錯誤を重ねて条件を管理することでボイラーの運転を効率化して、二酸化炭素排出量
の主因である重油使用量の削減を実現していることを高く評価。

管理システムを活用したボイラー工程の
見直しにより二酸化炭素排出量を削減

株式会社 ホクエツ北陸
小松工場

製造業〔小松市〕

ボイラーの温度管理システムの導入と、工程の研究・見直し

最高温度
送気終了時刻
（自動制御）

積算温度 ※

積算開始 送気開始 積算終了

この３つを手動設定して積算温度の管理を実施。
設定の更新と重油使用量のチェックを長年繰り返して
ノウハウを確立し、重油使用量を大きく削減した。

蒸気養生（コンクリートの強度を高める工程）システムモニター 蒸気養生

製品

※積算温度＝養生室の温度×時間

ボイラー
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